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イベント実施の背景



イベント実施の背景

参加希望

対象：小学4～6年

生きものを最後まで

飼育する大変さや重

要性を学ぶ

既存イベント「こども飼育員体験」

中学生など

2021年度～

「大人の飼育員体験」



「大人の飼育員体験」とは

実施時期：年1回

時間：１０:００ｰ１６:００（１時間半の休憩含む）

対象：中学生以上 定員：6人

参加費：2000円（入園料込）

応募方法：WEBフォーム、電話

募集期間：実施1か月前～2週間前

広報媒体：ホームページ、区内広報紙、SNS

ねらい（参加者になってほしい姿）

動物園水族館における社会的役割に関わる活動に

興味を持ち、社会的役割について調べ、

行動するきっかけになる



イベントの流れ

導入

飼育員の仕事の紹介

施設の役割の紹介

展開

飼育班ごとにわかれて飼育体験

作業の意味や重要性を紹介

まとめ

作業のふりかえり

役割との関連性を確認

一人一人ができること



2025年度応募者（結果）
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応募理由一部抜粋

➢生きものが好き。オープンキャンパスなどに行って、動物園を進路の一つとして興味

を持っている。

➢年パスを持って通うくらいに生物園が好き！動物・生きものが好きで知りたい。

➢珍しい生きものの飼育や施設の取り組みから、生物園に興味を持った。家でペットを

飼育しているため、施設の観点から生きものの飼育の意義を知りたい。

2025年度応募者（結果）

飼育方法に関する

関心度がかなり高い



スタッフアンケートより抜粋

➢飼育以外の仕事（接客、展示など）にも興味を

持って質問をしていた

➢かなり飼育に興味がある様子だった

2025年度参加者（結果）

アンケート内容抜粋

➢繊細な生き物への工夫がたくさんあってすごい

と思った

➢将来、生物関係の仕事に就きたいと考えている。

良い経験ができた。

➢ボランティアに興味を持った
２０２５年度 満足度

５段階中 全員5



考察と展望

資源に

関心を持つ

資源の価値に

気づく

資源を大切に

したくなる

資源を守るため

にできることを

知る

資源を守る

ことを実践する

飼育に
興味がある

ボランティアに
興味が出た



生物園で行われている保全活動のポスター展示

考察と展望
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